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平成２８年第３回岩沼市議会定例会の開会に当たり、議員各位には御

出席をいただき、ありがとうございます。 

はじめに、市政の概要について御報告いたします。 

地方創生の推進 

地方創生の推進について申し上げます。 

 昨年１０月に策定しました「岩沼市まち・ひと・しごと創生総合戦略」

の推進に向けて、「岩沼版：みんなで輝く『まち・ひと・しごと』づく

りプロジェクト」、「IWANUMA WAY 岩沼版生涯活躍のまちプロジ

ェクト」及び「みやぎ『県南浜街道』誘客促進事業」が、去る３月２９

日に地方創生加速化交付金の交付決定を受けました。 

現在、これらの事業について、近隣市町や公益社団法人青年海外協力

協会（JOCA）などと連携し、具体的な事業計画の策定や諸手続等を進

めております。 

今後、新たに制度化された地方創生推進交付金や地方創生応援税制 

（企業版ふるさと納税）の活用なども検討しながら、市の全域において

魅力あふれるまちづくりに取り組んでまいります。 

仙台空港フロンティアパーク 

仙台空港フロンティアパークについて申し上げます。 
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県開発公社が下野郷中坪・荷揚場地区に整備を進めていた工業団地 

（仙台空港フロンティアパーク）については、整備が完了し、分譲も開

始されたと伺っております。 

市といたしましても、空港民営化とともに、この開発を空港周辺地域

の活性化につなげられるよう、関係機関と連携してまいります。 

なお、同区域の字界字名を変更することについての議案を本議会に提

案しております。 

二野倉地区メガソーラー事業 

二野倉地区メガソーラー事業について申し上げます。 

民間事業者が二野倉地区の移転元地を賃貸借して取り組んでいるメガ

ソーラー事業については、２９年４月から発電事業を開始する予定と伺

っております。 

市といたしましては、今後も防災集団移転促進事業により取得した移

転元地の利活用促進に努めるとともに、千年希望の丘の維持管理につな

げてまいりたいと考えております。 

熊本地震被害への支援 

熊本地震被害への支援について申し上げます。 

日本赤十字社岩沼地区や社会福祉協議会、市内の学校及びジュニアリ
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ーダーのメンバーなどにより幅広く募金活動が行われている他、玉浦小

学校児童から、被災した御船町
みふねまち

高木
た か き

小学校児童への激励のメッセージに

添えて、学校再開に当たって本市の防災教育計画を届けるなど、数多く

の支援活動が行われております。 

市では、市長会からの要請を受け、４月２２日に熊本市に食物アレル

ギー対応のレトルトカレー１，０００食分を支援するとともに、熊本県

の要請を受けた宮城県からの依頼に基づき、震度７の地震が２回発生し

た熊本県益城町
ましきまち

に対し、去る４月２７日から５月９日まで延べ５人の職

員を派遣し、東日本大震災の経験を生かした避難所運営に関する助言な

どを行い、帰庁後も要望をいただいた復旧・復興のためのノウハウなど

の提供を行ってまいりました。 

また、５月２０日から、ふるさと納税を通して益城町
ましきまち

を支援したいと

いう全国からの善意を支えるために、代理受付を開始いたしました。 

「みんなの防災手帳」の配布 

「みんなの防災手帳」の配布について申し上げます。 

東日本大震災の経験と教訓を生かし、防災・減災の持続的な啓発を図

るため、７月上旬に「みんなの防災手帳」を全戸配布いたします。 

この手帳は、東北大学災害科学国際研究所が中心となって監修したも
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ので、防災・減災のための日々の心がけや、災害の備えから発生した際

の対処法までを網羅した具体的・実践的な内容となっており、地域で行

われる防災関連の訓練などにおいて活用いただくことを期待しておりま

す。 

町内会長との懇談会 

町内会長との懇談会について申し上げます。 

去る５月３１日、６月２日及び６月３日の計３回、玉浦公民館、市役 

所、西公民館を会場に、町内会長との懇談会を開催いたしました。 

出席された６３名の町内会長の皆様からは、それぞれの地域における 

課題やまちづくり全般にわたる御意見をいただきましたので、今後の市

政運営に反映させてまいりたいと考えております。 

友好都市ドーバー市からの来訪 

友好都市ドーバー市からの来訪について申し上げます。 

本年３月に、本市の中学生１０名がドーバー市を訪れたことを受け、 

来る７月２日から９日までの日程で、ドーバー市の学生２名が本市を訪

れる予定になっております。 

滞在中は、市内にホームステイをしながら小中学校での文化交流活動

や被災地の見学などを行うこととしております。これらの交流を通じて、
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両市の友好関係が一層深まることを期待しております。 

静岡県袋井市との交流 

静岡県袋井市との交流について申し上げます。 

来る７月２９日から３１日にかけて、本市の小学５年生及び６年生の

選抜チームが袋井市を訪れ、サッカー交流を行う予定となっております。   

また、８月６日から７日には、「ふくろい遠州の花火」の開催に合わ

せて、岩沼市民交流協会主催による市民訪問団が交流を行う予定と伺っ

ております。 

なお、袋井市からも、毎年千年希望の丘植樹祭などに参加いただいて

おり、引き続き様々な機会を捉えて、袋井市との交流を更に深め、友好

都市締結に向けた準備を進めてまいります。 

被災者の生活再建支援 

被災者の生活再建支援について申し上げます。 

里の杜地区内３か所の仮設住宅につきましては、最後の世帯が引越し

を終え、全世帯の移転が完了したことから、これまで御支援いただきま

した全国の皆様へ、閉鎖の御報告と感謝をお伝えする機会として、去る

４月２８日に「東日本大震災 岩沼市仮設住宅閉所式」を開催いたしま

した。 
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また、蒲崎、新浜地区に現地再建された被災者の方々については、こ

れまで移転に向けた支援制度の説明等を行ってまいりましたが、復興計

画マスタープランの終期を見据えたお話を進めてまいります。 

なお、閉所した仮設住宅用地については、震災前に利用していた形態

に復旧してまいります。 

日本都市計画学会石川賞の受賞 

日本都市計画学会石川賞の受賞について申し上げます。 

本賞は、独創的又は啓発的な業績により、都市計画の進歩、発展に貢

献した個人や団体を表彰する権威ある賞で、この度、本市震災復興にお

いての「コミュニティを主体とする『回復力の高い復興計画』の立案と

復興まちづくりの実現」が全国の都市計画事業の中から選定され、去る

５月２０日、表彰式に出席してまいりました。 

本市の玉浦西地区における復興まちづくりの取組が高く評価されたも

のであり、大変名誉なことであると考えております。 

国民健康保険データヘルス計画 

国民健康保険データヘルス計画について申し上げます。 

被保険者の健康保持増進に係る実施計画として、「国民健康保険デー

タヘルス計画」を策定いたしました。 
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今後は、被保険者の生活習慣病の発症や重症化予防のため、特定健康

診査やレセプトデータなどの情報を活用し、効率的かつ効果的な保健事

業を実施してまいります。 

生活支援コーディネーターの配置 

生活支援コーディネーターの配置について申し上げます。 

生活支援・介護予防サービスの整備に係る地域ネットワークづくりな

どを推進するため、本年１月から介護福祉課に生活支援コーディネータ

ーを配置しておりましたが、地域に密着した支援を行うため、４月から

地域包括支援センターにも、生活支援コーディネーターを配置いたしま

した。 

高齢者が住み慣れた地域で、自立し、安心して生活していくことがで

きるよう、地域での助け合い体制づくりなどの取組を進めてまいります。 

介護保険推進全国サミットの開催 

介護保険推進全国サミットの開催について申し上げます。 

介護保険分野における先進自治体の取組事例や課題などについて、関

係者が交流して意見交換を行う介護保険推進全国サミットを２９年  

１０月に本市で開催したいと考えております。 

実現すれば、県内では初めての開催となり、被災地としてこれまで御
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支援をいただいた全国の皆様に、本市の地域包括ケアシステム構築への

取組に加え、復興の状況や感謝のメッセージを発信したいと考えており

ます。 

高齢者向け臨時福祉給付金 

高齢者向け臨時福祉給付金について申し上げます。 

今回の給付金は、２７年度臨時福祉給付金の対象者のうち、所得の少

ない高齢者で、本年度中に６５歳以上となる昭和２７年４月１日以前に

出生された方約３，６００人を対象に、１人につき３０，０００円を支

給するものです。 

対象と思われる方には事前に申請書類を郵送し、去る５月１２日から

申請受付を開始しておりますが、申請漏れがないよう広報などを活用し

て周知に努めてまいります。 

結婚新生活支援事業 

結婚新生活支援事業について申し上げます。 

経済的な理由により結婚に不安を抱える方々を支援するため、所得の

低い新婚世帯に対し、国の制度を活用し、１世帯１８０，０００円を上

限として、新居の住居費及び引越費用の補助を行ってまいります。 
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東保育所の再建 

東保育所の再建について申し上げます。 

東保育所の再建に当たり、施設の整備方針や併設する子育て支援機能、

規模など、設計の前提となる基本計画の本年１０月の策定に向けて、現

在、調査・検討を進めております。 

また、東部地区の子育てニーズを把握するため、未就学児の保護者を

対象に施設機能に関するアンケート調査を実施することとしております。 

保育料の減免措置 

保育料の減免措置について申し上げます。 

 ２３年度から行っております被災者への保育料の減免措置については、

国の「被災した子どもの健康・生活対策等総合支援事業」が継続された

ことから、本年度においても引き続き実施してまいります。 

ほ場整備事業 

ほ場整備事業について申し上げます。 

岩沼東部地区ほ場整備事業は、２７年度に施工した２７４ヘクタール

について全ての農家へ引き渡しが完了し、一部の大豆転作対応箇所を除

き、本年度作付け分の田植えは終了しております。 

なお、国の研究機関である盛岡市の東北農業研究センターが、本市の
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農事組合法人の協力の下、６ヘクタールの大区画ほ場において乾田直播

による低コスト化、効率化に向けた実証研究を行っていると伺っており

ます。 

藤曽根地区太陽光発電施設 

藤曽根地区太陽光発電施設について申し上げます。 

県が整備するこの発電施設は、下野郷藤曽根地区の防災集団移転促進

事業元地を活用し、震災による地盤沈下などの影響に伴う排水機場の増

設や運転時間の増加及び土地改良施設の新設などにより、農家負担とな

る維持管理経費の増大が予想されることから、その売電収入を維持管理

経費の一部に充てることで負担軽減を図ろうとするものです。 

去る３月３０日に起工式が行われ、２９年度中の完成に向けて工事が

進められています。 

市といたしましても、仙台市、名取市とともに名取土地改良区管内に

おける農地面積に応じた工事に係る費用の負担を行ってまいります。 

マスコットキャラクターの決定 

マスコットキャラクターの決定について申し上げます。 

２７年度にマスコットキャラクターのデザインや愛称を募集したとこ

ろ、全国から４７５件もの作品が寄せられました。これらについて、有
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識者や市民で構成する選定委員会において検討を行った結果、最優秀作

品として「岩沼係長」を選定し、去る４月２２日、作品の発表と作者へ

の表彰を行いました。 

今後は、観光物産の宣伝をはじめ、市政情報の発信など、まちの魅力

や市の知名度の向上に貢献できるよう、市民に愛されるキャラクターと

して活用してまいります。 

工業団地実態調査 

工業団地実態調査について申し上げます。 

震災後も多くの製造業や物流関連の企業には、現地にとどまっていた

だきましたが、民営化された空港周辺の工業団地の更なる魅力向上に向

けた産業振興策を立案するため、被災後の経営環境や従業員等に関する

基礎データを把握する実態調査を実施してまいります。 

企業誘致の促進 

企業誘致の促進について申し上げます。 

地域再生法の改正により、企業の本社機能の地方移転に対する税制上

の優遇措置が導入されたことから、本市においても、固定資産税及び都

市計画税の不均一課税に関する条例を制定し、企業の立地環境を整備す

ることで、県の「地域再生計画（富県共創！みやぎへの本社機能移転促
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進プロジェクト）」の認定を受けた優良企業の誘致を図ってまいります。 

新火葬場建設事業 

新火葬場建設事業について申し上げます。 

新たな火葬場の建設を進めるに当たり、プロポーザル方式による技術

提案を求め、本市に相応しい設計業者を選定することといたしました。

また、業者の選定を厳正かつ公正に行うため、新火葬場建設プロポーザ

ル審査会を設置いたしました。 

今後は、２９年度の施設本体の着工に向けて、詳細な検討を行ってま

いります。 

防犯灯のＬＥＤ化促進 

防犯灯のＬＥＤ化促進について申し上げます。 

町内会などで設置及び管理している防犯灯については、耐用年数が長

く、電気料金及び二酸化炭素排出量を抑えられるＬＥＤ化促進を図るた

め、本年度から３年間、ＬＥＤ防犯灯に変更する経費の補助率を８割に

引き上げて対応することにいたしております。 

その結果、５月末の申請件数は、２１件、１１０灯と、２７年度の 

１０件、６０灯に対し、倍増しております。 

本年４月に各町内会などに防犯灯ＬＥＤ化の３年間の促進計画につい
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て照会を行ったところ、１，１１０灯が予定されており、この全てが実

施された場合には、市内防犯灯約２，１００灯のうち、約７割に当たる

約１，５００灯がＬＥＤ化され、その効果は大きいものと考えておりま

す。 

県道岩沼蔵王線大師・姥ヶ懐間ト

ンネル工事着工 

県道岩沼蔵王線大師・姥ヶ懐間トンネル工事着工について申し上げま

す。 

 本路線の岩沼市大師地区から村田町姥ケ懐地区までの約３．７㎞区間

のうち、１．３㎞のトンネル工事の着工式が、去る６月４日に執り行わ

れました。 

 本路線は、本市から蔵王町までの広域間物流を安定的に確保するとと

もに、観光地及び東北自動車道村田インターチェンジから仙台空港への

アクセス道路として圏域内外の交流をより一層活発化させるものと期待

されており、事業の完了は３０年度を予定していると伺っております。 

市道藤曽根線延伸部（避難路）の

一部供用開始 

 市道藤曽根線延伸部（避難路）の一部供用開始について申し上げます。 
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 復興道路の避難路として整備中の本路線のうち、市道空港三軒茶屋線

から市道矢野目下野郷本線までの約１．３㎞を７月から供用開始いたし

ます。 

 この一部供用開始に伴い、臨空工業団地等からの避難路ネットワーク

路線及びアクセス道路としての利用が可能となります。 

千年希望の丘整備事業 

千年希望の丘整備事業について申し上げます。 

去る５月２８日、長谷釜公園において４回目となる植樹祭を開催し、

１００，０００本の苗木を約１２，０００人のボランティアの方々とと

もに植樹いたしました。 

今後は、残りの蒲崎、新浜及び藤曽根公園に各１基の丘と園路の造成

完了に向け整備を進めてまいります。 

なお、相野釜公園内に開設した千年希望の丘交流センターにつきまし

ては、防災教育や震災伝承の発信拠点になるよう施設運営を行うととも

に、植樹いただいた木々の育樹にも努めてまいります。 

市営亀塚第一住宅 

市営亀塚第一住宅について申し上げます。 

市営亀塚第一住宅につきましては、老朽化に伴い解体することとして、
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入居者の移転に努めてまいりましたが、本年３月に全ての入居者の移転

が完了いたしました。 

現在、年度内の建物解体の着手に向けて公営住宅の用途廃止の手続を

進めております。 

総合教育会議の開催 

総合教育会議の開催について申し上げます。 

去る５月１６日、本年度１回目の総合教育会議を開催いたしました。 

本年度の教育分野の主な取組に基づいて、学校・家庭・地域の連携協

力、指導助手等の増員配置、教員の児童生徒と向き合う時間の確保、教

育施設の民間委託化などで意見を交わし、市の本年度の計画や情報の共

有を図ることができました。 

岩沼西小学校の文部科学大臣表彰 

岩沼西小学校の文部科学大臣表彰について申し上げます。 

去る４月２３日、平成２８年度子どもの読書活動優秀実践校として、

昨年の岩沼南小学校に続いて岩沼西小学校が文部科学大臣表彰を受けま

した。図書委員会の児童が中心となった自主的活動やボランティアによ

る読み聞かせ、先生が読んでおもしろかった本の紹介及び展示の工夫な

ど、本への興味・関心を高める環境づくりが認められたもので、平成  
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１５年度に続く２回目の表彰となりました。 

学校体育館へのＡＥＤ配置 

学校体育館へのＡＥＤ配置について申し上げます。 

市内の各小中学校には既に１台のＡＥＤを配置しておりますが、職員

室や保健室での保管のため、学校が休みのときなどは使用しにくい状況

にありました。 

今般、学校開放で夜間や休日などに体育館や校庭を利用される方々な

どがＡＥＤを必要とする際に素早く対応できるよう、飲料水製造販売メ

ーカーの社会貢献活動を活用し、無償で各校の体育館にＡＥＤを配置い

たしました。 

市史資料集の発刊 

市史資料集の発刊について申し上げます。 

市史編纂事業の一環として、この度、「岩沼市史資料集 第１集 

『千貫村誌』『玉浦村誌』『千貫村郷土誌』」を発刊いたしました。 

大正期から昭和前期までの千貫地区、玉浦地区の実情をわかりやすく、

１００ページにまとめた読みやすい資料となっており、１冊５００円で、

生涯学習課、市民会館及び各公民館などにおいて、５月１０日から発売

を開始しております。 
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選挙権年齢引下げに伴う啓発 

選挙権年齢引下げに伴う啓発について申し上げます。 

公職選挙法の改正に伴い、６月１９日から選挙権年齢が１８歳以上に

引き下げられることから、７月に任期満了を迎える参議院議員通常選挙

から１８歳、１９歳の新たな有権者として、本市では約８００人の方が

見込まれております。 

現在は、選挙管理委員会において２０歳の誕生月に選挙啓発のハガキ

を送付しておりますが、今回は参議院議員通常選挙時の啓発に加えて、

新たな対象者へ啓発冊子やチラシを発送する予定と伺っております。 

以上、市政の概要について御報告いたしました。 

 

続いて、承認第１号から承認第９号まで、議案第４７号、議案第４８

号及び議案第５０号から議案第５３号までの提案理由を申し上げます。 

承認第１号については、行政不服審査法の改正に伴い、固定資産評価

審査委員会への審査の手続に関する規定等を改めるため、岩沼市固定資

産評価審査委員会条例の一部を改正する条例の一部を改正するもの 

であります。 

承認第２号については、地方税法等の一部を改正する法律の公布に伴



- 18 - 

い、市民税においては、法人市民税の税率引下げ等に伴う変更等、軽自

動車税においては、環境性能割が新設されたことに伴う措置等、都市計

画税においては、課税標準の特例措置の整理等、国民健康保険税におい

ては、課税限度額及び軽減判定基準の変更等の所要の改正を行うため、

岩沼市市税条例、岩沼市都市計画税条例及び岩沼市国民健康保険税条例

の一部を改正するものであります。 

承認第３号については、東日本大震災に係る東京電力福島第一原子力

発電所事故に伴う避難のため転入した被保険者の国民健康保険税につい

て、２８年度においても引き続き減免するため、東日本大震災に伴う国

による避難指示等対象地域からの転入世帯に係る岩沼市国民健康保険税

の減免に関する条例の一部を改正するものであります。 

承認第４号については、東日本大震災に係る東京電力福島第一原子力

発電所事故に伴う避難のため転入した第１号被保険者の介護保険料につ

いて、２８年度においても引き続き免除するため、東日本大震災に伴う

国による避難指示等対象地域からの転入者に係る岩沼市介護保険料の免

除に関する条例の一部を改正するものであります。 

承認第５号については、平成２７年度岩沼市一般会計補正予算（第７

号）で、歳入では、地方譲与税等の各種交付金の２７年度交付額の確定
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に伴う増減並びに震災復興関連事業ほか各種国・県補助事業の事業費確

定に伴う基金繰入金、国・県支出金及び市債の減など、歳出では、震災

復興関連事業ほか各種国・県補助事業の２７年度における事業費の確定

に伴う減などにより、歳入歳出とも「３２億２，９５９万５，０００

円」を減額し、総額を「４３３億２，１４９万円」とするものでありま

す。 

 承認第６号については、平成２７年度岩沼市国民健康保険事業特別会

計補正予算（第３号）で、歳入では、国民健康保険税及び一般会計繰入

金等について、歳出では、一般被保険者療養給付費及び退職被保険者等

療養給付費等についてそれぞれ増減が生じたことにより、歳入歳出とも

「１億８０７万６，０００円」を減額し、総額を「５０億８，７６２万

５，０００円」とするものであります。 

承認第７号については、平成２７年度岩沼市後期高齢者医療特別会計

補正予算（第３号）で、歳入では、後期高齢者医療保険料及び受託事業

収入について、歳出では、償還金及び還付加算金についてそれぞれ減額

が生じたことにより、歳入歳出とも「９５万９，０００円」を減額し、

総額を「４億９５３万２，０００円」とするものであります。 

承認第８号については、平成２７年度岩沼市介護保険事業特別会計補
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正予算（第４号）で、歳入では、国庫負担金及び繰入金等について、歳

出では、保険給付費及び地域支援事業費等についてそれぞ

れ減額が生じたことにより、歳入歳出とも「６，１６６万  

２，０００円」を減額し、総額を「３０億５，７８６万２，０００円」

とするものであります。 

承認第９号については、平成２７年度岩沼市公共下水道事業特別会計

補正予算（第５号）で、歳入では、下水道使用料、国庫補助金及び他会

計繰入金等について、歳出では、排水対策事業費等についてそれぞれ増

減が生じたことにより、歳入歳出とも「２１億８，３６２万 

８，０００円」を減額し、総額を「８６億８，９３２万円」とするもの

であります。 

以上、承認第１号から承認第９号までについては、地方自治法第 

１７９条第１項の規定に基づき専決処分をいたしましたので、同条第３

項の規定により、ここに報告申し上げ、御承認をいただこうとするもの

であります。 

  

議案第４７号については、地域再生法の改正により、企業の本社機能

の地方移転に対する税制上の優遇措置が導入されたことに伴い、県にお
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いて「地域再生計画（富県共創！みやぎへの本社機能移転促進プロジェ

クト）」が策定され、県内に同計画の認定を受けた優良企業の誘致を図

っていくものとしていることから、本市においても、市内への企業立地

の環境整備のひとつとして、本社機能を有する事務所、研究所又は研修

所の用に供する減価償却資産を新設又は増設した場合に、３年度に限り

当該家屋、償却資産及びその敷地となる土地の固定資産税及び都市計画

税の不均一課税を行うため、岩沼市地方活力向上地域における固定資産

税及び都市計画税の不均一課税に関する条例を制定しようとするもので

あります。 

 議案第４８号については、課税免除に伴う減収額補てんの根拠省令で

ある「東日本大震災復興特別区域法第４３条の地方税の課税免除又は不

均一課税に伴う措置が適用される場合等を定める省令」が改正され、そ

の期限が１年延長されたことから、２８年度においても引き続き課税免

除するため、岩沼市復興産業集積区域における固定資産税及び都市計画

税の課税免除に関する条例の一部を改正しようとするものであります。 

議案第５０号については、朝日土地区画整理事業の施行に伴い、同区

域の字界字名を変更することについて、地方自治法第２６０条第１項の

規定により、議会の議決をいただこうとするものであります。 
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 議案第５１号については、仙台空港中坪工業団地造成事業の施行に伴

い、同区域の字界字名を変更することについて、地方自治法第２６０条

第１項の規定により、議会の議決をいただこうとするものであります。 

 議案第５２号については、平成２８年度岩沼市一般会計補正予算（第

２号）で、歳入では、２８年度保育料減免実施に伴う補正並びにコミュ

ニティ助成金、指定寄附金及び震災復興基金繰入金などの計上により、

歳出では、震災復興を地方創生へと結びつける取組として、千年希望の

丘を核とした震災伝承・防災教育・交流人口拡大を促進するための環境

整備に要する経費、矢野目臨空工業団地内事業所状況調査経費などの計

上により、歳入歳出とも「９，３７８万３，０００円」を追加し、総額

を「１９３億６，４９６万円」にしようとするものであります。 

 議案第５３号については、平成２８年度岩沼市水道事業会計補正予算

（第１号）で、資本的支出で、配水管改良工事に伴う建設改良費の増に

より「５，３５０万円」を追加しようとするものであります。 

なお、詳細については、必要に応じて議案審議の際に補足説明を申し

上げますので、よろしく御審議を賜り、原案可決されますようお願い申

し上げます。 

 


